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 アジア好配当株投信 
運用報告書(全体版) 

 
第45期（決算日2018年７月10日） 第46期（決算日2018年10月10日） 

 
作成対象期間（2018年４月11日～2018年10月10日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2006年11月15日から2022年４月11日までです。 

運 用 方 針 

アジア好配当株投信 マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として日本を除くアジア
諸国・地域（韓国、台湾、香港、中国、シンガポール、インド等）の株式に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うこと
を基本とします。 
株式への投資にあたっては、配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、企業の業績などのファンダメンタ
ルズ、株価の割安性（バリュエーション）等に関する評価・分析により、投資銘柄を選別します。 
実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 
アジア好配当株投信 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 
なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 日本を除くアジア諸国・地域の株式等を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
アジア好配当株投信 株式への実質投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎年１月および７月の決算時には、原則として配当等収益等を中心に安定分配を行うことを基本とします。ただし、基準価額水準等に
よっては、売買益等が中心となる場合があります。毎年４月および10月の決算時には、配当等収益等を中心とした安定分配は行いませ
んが、基準価額水準等を勘案し、分配原資の範囲内で委託者が決定する額を分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、
元本部分と同一の運用を行います。 
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－ 1 － 

アジア好配当株投信

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

37期(2016年７月11日) 8,909 100 △ 5.0 △ 5.8 93.3 － 3.9 22,443 

38期(2016年10月11日) 9,846 100 11.6 14.5 93.5 － 4.0 24,220 

39期(2017年１月10日) 10,272 100 5.3 5.5 92.6 － 3.4 24,438 

40期(2017年４月10日) 10,701 100 5.1 6.4 96.0 － 2.1 24,574 

41期(2017年７月10日) 11,360 100 7.1 8.9 94.3 － 2.1 25,192 

42期(2017年10月10日) 11,936 100 6.0 7.6 93.5 － 2.1 25,879 

43期(2018年１月10日) 12,571 100 6.2 9.5 92.4 － 2.3 26,169 

44期(2018年４月10日) 11,783 100 △ 5.5 △ 8.4 93.8 － 2.3 24,369 

45期(2018年７月10日) 11,411 100 △ 2.3 △ 2.5 92.3 － 2.5 23,278 

46期(2018年10月10日) 11,008 100 △ 2.7 △ 7.1 91.8 － 3.2 22,073 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 参考指数（＝MSCI AC アジア 除く日本（円換算ベース））は、MSCI AC Asia Ex Japan Index（現地通貨ベース）をもとに、当社が独自に

円換算したものです。なお、算出にあたっては、基準価額への反映を考慮して、営業日前日の指数値を営業日当日の対顧客電信売買相場

仲値で円換算しております。 

＊ MSCI AC Asia Ex Japan Indexは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。

また、MSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI、ブルームバーグ 
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アジア好配当株投信

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 騰 落 率 

第45期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年４月10日 11,783 － － 93.8 － 2.3 

４月末 11,857 0.6 0.9 93.4 － 2.4 

５月末 11,714 △0.6 △0.1 92.3 － 2.4 

６月末 11,293 △4.2 △4.4 92.1 － 2.4 

(期  末)       

2018年７月10日 11,511 △2.3 △2.5 92.3 － 2.5 

第46期 

(期  首)       

2018年７月10日 11,411 － － 92.3 － 2.5 

７月末 11,674 2.3 0.7 91.9 － 2.4 

８月末 11,600 1.7 △0.3 92.0 － 2.7 

９月末 11,769 3.1 0.1 91.7 － 3.1 

(期  末)       

2018年10月10日 11,108 △2.7 △7.1 91.8 － 3.2 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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アジア好配当株投信

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年４月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、MSCI AC アジア 除く日本（円換算ベース）です。参考指数は、作成期首（2018年４月10日）の値が基準価額と同一とな

るように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

（上 昇） 中国本土株が国際的な株価指数に採用されることによる中国市場への資金流入期待

が高まったこと、堅調な５月の米雇用統計を好感した世界的な株高を好感したこと 

（下 落） 米国の利上げが決定され金融引き締めスタンスの継続が強調されたこと、外国人投

資家による資金流出が続いたこと、米中貿易摩擦への懸念が高まったこと 

（横ばい）米中貿易摩擦への懸念後退や米株高が好感された一方、米中貿易摩擦の再燃や新興

国通貨安が懸念されたこと、米長期金利が約７年ぶりの高水準となり、新興国から

の資金流出懸念が高まったこと 
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アジア好配当株投信

○投資環境 

アジアの株式市場は、当作成期初、米中貿易摩擦への懸念や米長期金利の上昇による資金流

出への懸念などから不安定な出足となりました。６月上旬には、堅調な５月の米雇用統計を好

感した世界的な株高を受け上昇しましたが、米国で利上げが発表され、金融引き締めスタンス

の継続が強調されたことや、中国の経済指標の下振れ、米中貿易摩擦への懸念の強まり、アジ

ア通貨安などを受け、６月末にかけて下落しました。その後は、米株高などを好感する一方で、

中国の経済指標の鈍化や米中貿易摩擦激化への警戒感を背景に投資家のリスク回避姿勢が強

まり、方向感に乏しい展開となりました。８月中旬以降も、トルコ・リラの急落に伴う新興国

通貨の大幅下落や世界的な株安、中国の経済成長鈍化への懸念などが嫌気された一方で、FRB

（米連邦準備制度理事会）議長が米政策金利の緩やかな利上げ姿勢を示したことを受けて、資

金流出懸念が後退したことや、米中通商交渉再開への期待などが好感され、値動きが大きいも

のの一進一退の展開となりました。当作成期末にかけては、堅調な米国の経済指標を受けて米

長期金利が約７年ぶりの高水準となり、新興国からの資金流出懸念が高まったことから下落

し、当作成期においてアジア株式は値下がりしました。為替市場では、日米金利差の拡大など

を背景に米ドル高・円安が進行しました。一方、対アジア通貨でも総じて円安となりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［アジア好配当株投信 マザーファンド］ 

・当作成期中の主な動き 

（１） 個別銘柄ごとの配当利回りの水準、増配の継続性及び配当利回りで見た割安度の判断か

ら結果として、国・地域別比率につきましては、台湾、シンガポールなどは市場平均と

比較して多めの投資となりました。一方、中国、韓国などは少なめとなりました。 

（２） 業種につきましては、銀行、不動産などが市場平均と比較して多めの保有となりました。

一方、ソフトウェア・サービス、自動車・自動車部品などは少なめの保有にとどまりま

した。 

（３） 銘柄につきましては、 

①配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、企業業績など

のファンダメンタルズ（基礎的諸条件）、株価の割安性の観点から銘柄を選定しました。

TAIWAN SEMICONDUCTOR（台湾/半導体・半導体製造装置）、CHINA CONSTRUCTION 

BANK-H（中国/銀行）、DBS GROUP HLDGS（シンガポール/銀行）、CATHAY FINANCIAL 

HOLDING CO LTD（台湾/保険）、INFOSYS LTD（インド/ソフトウェア・サービス）な

どを当作成期末の組入上位銘柄としました。 

②企業調査及び配当利回りの変化を受け、銘柄の入れ替えを行ないました。 

（４） 為替につきましては、為替ヘッジ（為替の売り予約）はしておりません。 

 

［アジア好配当株投信］ 

主要投資対象である［アジア好配当株投信 マザーファンド］受益証券を、当作成期を通じ

ておおむね高位に組み入れました。  
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アジア好配当株投信

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

当作成期は、参考指数（MSCI AC アジア 除

く日本（円換算ベース））が9.4％の下落となっ

たのに対して、基準価額は4.9％の下落となりま

した。 
※基準価額の騰落率は、分配金（税込み）を再投資して算出しております。 

 

（主なプラス要因） 

①配当利回りが高いことから市場平均と比べ

て多めに投資していたインドのソフトウェ

ア・サービス株などの騰落率が市場平均を上

回ったこと 

②配当利回りが低いことから保有していなかった中国のソフトウェア・サービス株などの騰落

率が市場平均を下回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①配当利回りが高いことから市場平均と比べて多めに投資していた中国の銀行株などの騰落

率が市場平均を下回ったこと 

②収益見通しに不透明感があることから保有していなかった中国の電気通信サービス株など

の騰落率が市場平均を上回ったこと 
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アジア好配当株投信

◎分配金 

（１） 収益分配金につきましては、利子・配当収入、売買益などから基準価額水準などを勘案

し、１万口当たり、第45期期末100円、第46期期末100円としました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第45期 第46期 

2018年４月11日～ 
2018年７月10日 

2018年７月11日～ 
2018年10月10日 

当期分配金 100  100  

(対基準価額比率) 0.869％ 0.900％ 

 当期の収益 100  －  

 当期の収益以外 －  100  

翌期繰越分配対象額 3,624  3,597  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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アジア好配当株投信

◎今後の運用方針 

［アジア好配当株投信 マザーファンド］ 

・投資環境 

米国では９月にFRBにより追加利上げが行なわれ、堅調な景気見通しおよび労働市場の改善

を背景に今後も緩やかなペースでの利上げが予想されております。2018年は、米欧で量的金融

緩和の正常化が進むことから、今後も金融市場の変動性が高くなる可能性があるものの、イン

フレ率が中銀目標を大きく上回らない中では、米国の利上げ加速やユーロ圏の早期利上げは見

込み難いと予想されます。長期投資の観点からは、安定的な配当収益の確保と中長期の値上が

りが見込める投資環境であると考えます。 

 

・投資方針 

配当利回りがアジア市場平均を上回る銘柄を中心として、流動性にも配慮しながら株式ポー

トフォリオを作成する方針です。その際、競争力、収益力、配当の成長性、構造的テーマ、株

価の割安度などにも着目し、ポートフォリオの見直しと入れ替えを行ない、高水準のインカム

ゲインと中長期的な信託財産の成長を目指します。 

 

ボトムアップで銘柄を選定しますが、国別・業種別配分については、特定の国・業種に過度

に集中しないように一定の配慮を行ない、リスク分散をはかります。 

 

企業が配当を増加させることは、経営者の今後の業績に対する自信の表れでもあり、不透明

な経済環境においてもある程度、安定的な業績の伸びを期待できると考えています。また、配

当を安定的に払うことで＜株主に還元する＞という意識を実現化しているわけで、コーポレー

トガバナンスの点からも評価できます。さらに配当利回りが高く割安な銘柄は買収対象として

も投資家の注目を集めていくと想定しています。 

 

運用チームは、企業との直接のコンタクトを通じて、収益の源泉となる企業固有の競争力分

析と配当政策などに注目し、引き続き「優れた企業の株式を配当利回りで見て割安な水準で買

う」というシンプルかつ有効性のある投資手法を用いていきます。なお、ファンドは組入外貨

建資産について為替ヘッジを行なわないことを基本とします。 

 

［アジア好配当株投信］ 

主要投資対象である［アジア好配当株投信 マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、

基準価額の向上に努めます。 

引き続き、「高水準のインカムゲインと中長期的な信託財産の成長」で、ご投資家の皆さま

が増配企業への長期投資のメリットを実感していただけますよう努めてまいりますので、長期

的な視点でファンドの保有を継続していただきますようお願い申し上げます。 
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アジア好配当株投信

○１万口当たりの費用明細 (2018年４月11日～2018年10月10日) 

項 目 
第45期～第46期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 69  0.596  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (32)  (0.271)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (32)  (0.271)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 6)  (0.054)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.018   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.017)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.017   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.016)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 6   0.048   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.032)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 2)  (0.014)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 79   0.679    

作成期間の平均基準価額は、11,651円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アジア好配当株投信

○売買及び取引の状況 (2018年４月11日～2018年10月10日) 

 

銘 柄 
第45期～第46期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アジア好配当株投信 マザーファンド 117,302 255,101 706,763 1,525,004 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2018年４月11日～2018年10月10日) 

 

項 目 
第45期～第46期 

アジア好配当株投信 マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 3,529,384千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 21,922,776千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.16   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年４月11日～2018年10月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2018年10月10日現在) 

 

銘 柄 
第44期末 第46期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アジア好配当株投信 マザーファンド 11,100,829 10,511,368 21,963,503 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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アジア好配当株投信

○投資信託財産の構成 (2018年10月10日現在) 

項 目 
第46期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アジア好配当株投信 マザーファンド 21,963,503 98.2 

コール・ローン等、その他 410,735 1.8 

投資信託財産総額 22,374,238 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊アジア好配当株投信 マザーファンドにおいて、第46期末における外貨建て純資産（21,849,090千円）の投資信託財産総額（21,963,942千円）

に対する比率は99.5％です。 

＊外貨建て資産は、第46期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝113.06円、１香港ドル＝

14.43円、１シンガポールドル＝81.93円、１リンギ＝27.23円、１バーツ＝3.44円、１ルピア＝0.0075円、１ウォン＝0.10円、１新台湾ドル

＝3.65円、１インドルピー＝1.53円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第45期末 第46期末 

2018年７月10日現在 2018年10月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 23,565,927,206   22,374,238,574   

 コール・ローン等 401,479,040   410,735,011   

 アジア好配当株投信 マザーファンド(評価額) 23,164,448,166   21,963,503,563   

(B) 負債 287,276,748   300,358,355   

 未払収益分配金 204,000,435   200,532,986   

 未払解約金 10,688,787   29,821,410   

 未払信託報酬 72,389,307   69,812,862   

 未払利息 823   732   

 その他未払費用 197,396   190,365   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 23,278,650,458   22,073,880,219   

 元本 20,400,043,553   20,053,298,652   

 次期繰越損益金 2,878,606,905   2,020,581,567   

(D) 受益権総口数 20,400,043,553口 20,053,298,652口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,411円 11,008円 
 

（注）第45期首元本額は20,682,778,696円、第45～46期中追加設定元本額は229,932,178円、第45～46期中一部解約元本額は859,412,222円、１

口当たり純資産額は、第45期1.1411円、第46期1.1008円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額24,998,406円。（アジア好配当株投信 マ

ザーファンド） 
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○損益の状況 

項 目 
第45期 第46期 

2018年４月11日～ 
2018年７月10日 

2018年７月11日～ 
2018年10月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △       30,948   △       28,953   

 支払利息 △       30,948   △       28,953   

(B) 有価証券売買損益 △  483,447,322   △  540,333,533   

 売買益 10,731,330   7,889,451   

 売買損 △  494,178,652   △  548,222,984   

(C) 信託報酬等 △   72,586,703   △   70,003,227   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  556,064,973   △  610,365,713   

(E) 前期繰越損益金 3,991,418,486   3,161,015,776   

(F) 追加信託差損益金 △  352,746,173   △  329,535,510   

 (配当等相当額) (  1,678,218,823)  (  1,679,883,576)  

 (売買損益相当額) (△2,030,964,996)  (△2,009,419,086)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,082,607,340   2,221,114,553   

(H) 収益分配金 △  204,000,435   △  200,532,986   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,878,606,905   2,020,581,567   

 追加信託差損益金 △  352,746,173   △  329,535,510   

 (配当等相当額) (  1,678,559,949)  (  1,680,271,007)  

 (売買損益相当額) (△2,031,306,122)  (△2,009,806,517)  

 分配準備積立金 5,716,317,381   5,534,525,234   

 繰越損益金 △2,484,964,303   △3,184,408,157   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2018年４月11日～2018年10月10日）は以下の通りです。 

項 目 
第45期 第46期 

2018年４月11日～ 
2018年７月10日 

2018年７月11日～ 
2018年10月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 423,964,562円 144,293,758円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,678,559,949円 1,680,271,007円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 5,496,353,254円 5,590,764,462円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 7,598,877,765円 7,415,329,227円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,724円 3,697円 

g. 分配金 204,000,435円 200,532,986円 

h. 分配金(１万口当たり) 100円 100円 
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○分配金のお知らせ  

 第45期 第46期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 100円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2018年10月10日現在）
年　月 日
2018年10月 10、17

11月 －
12月 25、26

※ 2018年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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